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規 律・正 確 な 機 械 器 具 操 作
　7 月 5 日、平成 27 年度長島町消防操法大会が蔵之元漁港で
開催。消防団員たちが、約 2 カ月間の訓練の成果を披露しま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事＝Ｐ２）



　

７
月
５
日
、
蔵
之
元
漁
港
で
規
律

動
作
と
機
械
器
具
操
作
を
競
う
、
長

島
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
11
分
団
か
ら
ポ

ン
プ
車
の
部
に
11
チ
ー
ム
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
18
チ
ー
ム
が
出
場
。
団

員
た
ち
は
、
約
２
カ
月
に
及
ぶ
厳
し

い
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
観
客
が
見
守
る
な
か
、
指

揮
者
が
「
操
作
始
め
」
の
号
令
を
か

け
る
と
、
操
作
員
は
き
び
き
び
し
た

動
作
で
ホ
ー
ス
展
張
や
ポ
ン
プ
操
作

を
開
始
。
静
ま
り
か
え
っ
た
会
場
に

は
、
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

平
成
27
年
度
長
島
町
消
防
操
法
大
会

夏
祭
り
納
涼
大
会

大 

会 

成 

績

総
合
の
部

　

優
勝　

城
川
内
分
団

　

２
位　

諸
浦
分
団

　

３
位　

中
央
分
団

ポ
ン
プ
車
の
部

　

優
勝　

城
川
内
分
団

　

２
位　

諸
浦
分
団

　

３
位　

中
央
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優
勝　

浦
底
分
団
三
船
班

　

２
位　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

　

３
位　

獅
子
島
分
団
御
所
ノ
浦
班

個
人
賞

ポ
ン
プ
車
の
部

　

指
揮
者　

脇
田　

裕
樹（
蔵
之
元
分
団
）

　

１
番
員　

坂
元　

大
輔（
城
川
内
分
団
）

　

２
番
員　

石
元　

淳
平（
諸
浦
分
団
）

　

３
番
員　

白
石　

隆
浩（
諸
浦
分
団
）

　

４
番
員　

宮
内
也
寸
志（
城
川
内
分
団
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

指
揮
者　

岩
塚　

吉
輝

（
浦
底
分
団
福
ノ
浦
班
）

　

１
番
員　

福
原　

友
弘

（
山
門
野
分
団
田
尻
班
）

　

２
番
員　

白
濱
健
太
郎

（
獅
子
島
分
団
御
所
ノ
浦
班
）

　

３
番
員　

濵
村　

文
和

（
浦
底
分
団
三
船
班
）

　

７
月
25
日
、
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で

夏
祭
り
納
涼
大
会
が
開
催
さ
れ
、
長

島
の
夏
を
満
喫
す
る
『
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
』
が
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　

こ
の
納
涼
大
会
に
は
、
夏
の
夜
を

楽
し
も
う
と
１
０
０
０
人
を
超
え
る

お
客
さ
ん
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
海

辺
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

の
、
町
内
の
出
演
者
・
団
体
に
よ
る

踊
り
、
コ
ン
ト
、
歌
に
観
覧
席
か
ら

は
笑
い
や
声
援
、
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
終
盤
に
は
、
本
町
火
ノ

浦
出
身
の
プ
ロ
歌
手
「
流
星
＊
Ｂ
Ｒ

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
」
さ
ん
に
よ
る
歌
も
披
露

さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

台
風
12
号
の
接
近
で
風
が
強
く

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
開
始
時
間

を
早
め
て
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
大
き
な
花
火
が
打
ち
あ
が

る
ご
と
に
、
観
覧
席
か
ら
は
歓
声
が

響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

花
火
が
終
わ
り
、
会
場
の
雰
囲
気

も
最
高
潮
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
の
お
楽
し
み
抽
選
会

を
実
施
。
抽
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
た
び
に
歓
声
が
沸
き
、
賞
品
が

当
た
っ
た
お
客
さ
ん
で
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

↑酔いどれ一座の「鹿児島角力節」

↑流星＊ BREATH さんによる歌 ↑出店に集まる子どもたち

↑ポンプ車の第 1 線ホース展張

↑操作始め前の緊張の瞬間

↑火点を狙って
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第
10
回
長
島
町
小
学
校
水
泳
記
録
会

～
練
習
の
成
果
を
発
表
～

小・中学校
統合・再編

　

長
島
町
立
小
・
中
学
校
の
統
合
再

編
に
か
か
る
第
２
回
目
の
意
見
交
換

会
が
７
月
30
日
、
役
場
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
の
統

合
再
編
に
つ
い
て
は
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
議
会
か
ら
の
出
席
は
な
か
っ
た

た
め
、
行
政
と
教
育
委
員
会
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
統
合
再
編
案
が
提
案
さ

れ
、
両
者
に
よ
る
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

中
学
校
の
統
合
再
編
案
は
、

１
．
長
島
本
島
の
中
学
校
４
校
を
１

　

校
に
統
合
再
編
す
る
。

２
．
長
島
本
島
の
中
学
校
４
校
を
２

　

校
に
統
合
再
編
す
る
。

で
、
１
校
に
統
合
再
編
す
る
場
所
に

つ
い
て
は「
長
島
高
校
跡
地
」と「
鷹

巣
中
学
校
」
の
２
カ
所
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
校
に
統

合
再
編
す
る
場
合
は
、
教
職
員
の
配

置
な
ど
で
教
科
外
の
担
当
が
解
消
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
な
ど
の
課
題

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
統
合
再
編
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
小
学
校
で
、
今
後
も
学

級
編
成
替
え
が
期
待
で
き
な
い
と
の

指
摘
や
、
小
学
校
の
複
式
学
級
の
解

消
を
優
先
し
て
、
統
合
再
編
を
進
め

て
は
ど
う
か
、
と
い
う
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
の
方
策
と

し
て
は

１
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
の
意
見
交
換
会
を

　

実
施
す
る
。

２
．
子
ど
も
を
持
つ
親
等
に
対
す
る

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

が
提
案
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
必
要
性
や
意
義
、
対

象
者
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

統
合
再
編
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

に
し
て
も「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
」

こ
と
が
大
前
提
に
な
り
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
で
協
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
今
回
は
結
論
を
出
さ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
で
持
ち
帰
っ
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
次
回
の
意
見
交
換
会
で
、
再
度

協
議
を
重
ね
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
回
は
８
月
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

No.2

９月から土曜授業が始まります

5 年
★ 25 ｍ自由形　　　20 秒 0　有村　春菜　( 城川内 )
　50 ｍ自由形　　　52 秒 0　松永　侑奈　( 田　尻 )
　25 ｍ平泳ぎ　　　35 秒 3　小川　芽依　( 城川内 )
　50 ｍ平泳ぎ　1 分 06 秒 8　山口　桃佳　( 城川内 )
　50 ｍ背泳ぎ　1 分 55 秒 4　島崎愛里沙　( 平　尾 )
6 年
　25 ｍ自由形　　　20 秒 9　岩下　輝花　( 鷹　巣 )
★ 50 ｍ自由形　　　34 秒 8　川原　綾　　( 田　尻 )
　100 ｍ自由形　1 分 57 秒 9　中元　優希　( 平　尾 )
　25 ｍ平泳ぎ　　　43 秒 5　田中　明里　( 川　床 )
★ 50 ｍ平泳ぎ　　　50 秒 4　川原　綾　　( 田　尻 )
　50 ｍ背泳ぎ　1 分 21 秒 4　中元　優希　( 平　尾 )
5・6 年
　200 ｍリレー　3 分 21 秒 2　鷹巣小Ａ

（竹上・西崎・濵島・岩下）

女　子

5 年
　25 ｍ自由形　　　22 秒 3　濵島　航生　( 鷹　巣 )
　50 ｍ自由形　　　45 秒 6　平薮　聡汰　( 田　尻 )
　25 ｍ平泳ぎ　　　31 秒 3　中村　晃斗　( 伊　唐 )
　50 ｍ平泳ぎ　1 分 01 秒 2　平　　慈源　( 鷹　巣 )
　50 ｍ背泳ぎ　　　55 秒 3　平薮　聡汰　( 田　尻 )
6 年
★ 25 ｍ自由形　　　16 秒 8　早﨑　大翔　( 鷹　巣 )
　50 ｍ自由形　　　41 秒 6　有馬　敏暉　( 蔵之元 )
　100 ｍ自由形　1 分 31 秒 0　中川弥哉斗　( 平　尾 )
　25 ｍ平泳ぎ　　　40 秒 1　栗須　蓮也　( 川　床 )
　50 ｍ平泳ぎ　　　51 秒 9　山田　幸輝　( 蔵之元 )
　100 ｍ平泳ぎ　1 分 50 秒 8　山田　幸輝　( 蔵之元 )
　50 ｍ背泳ぎ　　　54 秒 0　中川弥哉斗　( 平　尾 )
5・6 年
　200 ｍリレー　2 分 56 秒 8　平尾小Ａ

（小川・鶴長・德永・中川）

男　子

５・６年男女混合

★ 200 ｍリレー　3 分 06 秒 0　田尻小
（平薮・松永・火ノ浦・川原） ※各種目１位のみを掲載（★は大会新記録）

1．趣旨
　平成２７年９月から、町内の小・中学校に
おいて、土曜授業を実施します。
　土曜授業は、子どもたち一人一人に確かな
学力を身に付けさせたり、様々な体験活動を
通して、心身の健やかな成長を促したりする
ために、各学校が創意工夫をこらして実施す
るものです。

2．授業を実施する日
　○月１回、第２土曜日に実施し、授業は、
　　午前中３時間行います。
　※授業計画に沿った授業を行い、児童生徒につ
　　いては、振り替えは行いません。（授業を受
　　けなかった場合は欠席扱いとなります）

3．授業の内容
　○補充や発展的な内容を含めた教科の授業や
　　様々な体験活動、学校行事等を行います。
　○家庭や地域とよりいっそう連携して、豊か
　　な教育活動を行います。

4．留意事項
　○平成 27 年度は試行的に９月～２月に実施
　　し、平成 28 年度以降は、４月～２月に本
　　格実施をします。

　　◎問い合わせ先
　　　長島町教育委員会学校教育課
　　　☎（88）5525［直通］

　

７
月
23
日
、
町
内
の
小
学
生
が
参

加
し
て
、
日
頃
練
習
し
た
泳
ぎ
を
披

露
す
る
水
泳
記
録
会
が
町
民
プ
ー
ル

で
開
か
れ
、
町
内
の
小
学
校
９
校
か

ら
５
・
６
年
生
、
２
０
４
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

選
手
は
、
自
由
形
や
平
泳
ぎ
、
背

泳
ぎ
、
そ
れ
に
２
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
に
挑
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
が
目

的
の
こ
の
大
会
で
は
、
大
会
記
録
の

更
新
を
目
標
に
す
る
選
手
も
い
れ

ば
、
最
後
ま
で
泳
ぎ
切
る
こ
と
を
目

標
に
す
る
選
手
も
い
ま
し
た
。
選
手

た
ち
は
応
援
に
駆
け
付
け
た
家
族
や

仲
間
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
に
力
い
っ
ぱ
い
の
泳
ぎ
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
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 i n f o r m a t i o nNAGASHIMA TOWN Public Relations i n f o r m a t i o n

お知らせします。２つの給付金（平成27年度）

○支給対象者
　・平成 27 年度分の住民税が課税されていない人
　※ただし、「住民税において、課税者の扶養となっている
　　場合」、「生活保護の受給者である場合」などは対象と
　　なりません。

○支給額
　・１人につき　6,000 円
○基準日
　・平成 27 年 1 月 1 日

◎問い合わせ先
役場町民福祉課　☎（86）1157［直通］

調査員が９月 10 日～ 12 日の間にインターネット回答の操作ガイドをお配りしますので、9 月 20 日までに

インターネットでご回答ください。（インターネット回答期間：9 月 10 日～ 20 日）

◎問い合わせ先　役場企画財政課　☎（86）1134［直通］

○回答方法
1．国勢調査オンラインへのアクセス

（インターネットアドレスまたはＱＲコードから）
▽

2．国勢調査オンラインへのログイン
（配布された調査対象者 ID と初期パスワードを入力します）

▽
3．回答データの入力（10 分～ 20 分程度）

（画面に表示される案内に沿って入力してください）
▽

4．回答データの送信（新しいパスワードの設定）
（新しいパスワードは回答の修正に使用しますので忘

れないように注意してください）
▽

5．回答データの送信完了
（修正がある場合は再度ログインし修正します）

　　　　　　　　インターネット回答について

●仕事で帰宅する時間が遅くなったり、日中不在がちにすることの多い世帯であっても、期間中は、いつで

　もお好きな時間に回答できます。

●インターネットで回答された世帯には、紙の調査票の提出が不要となるため、調査員の訪問はありません。

　なお、インターネットで回答されなかった世帯には、後日、調査員が紙の調査票をお配りします。

●不正なアクセスなどの監視を２４時間行っていますので、回答データは厳重に守られます。

臨 時 福 祉 給 付 金
所得の低い人の負担を緩和します。

子育て世帯臨時特例給付金
子育て世帯の負担を緩和します。

消費税率の引上げに際し、所得の低いか
たがたへの負担の影響に鑑み、暫定的・
臨時的な措置として実施します。

消費税率引上げの影響等を踏まえ、子育て世
帯に対して、臨時特例的な給付措置として
実施します。

高
所
得
世
帯

住民税が課税されて
いない人

中学生以下の児童がいる
子育て世帯

・課税されている人に生活の面倒
　を⾒てもらっている人
　（扶養されている人）

・生活保護の受給者 などは対象外

対象者 対象者

両
方
と
も
受
給
可

（
※
）

＜イメージ＞

（※）平成 27 年度は、２つの給付⾦のどちらの要件にも該当する人については、
　　２つの給付⾦を両⽅とも受け取ることができます。

臨時福祉給付金 支給要件・申請⽅法 子育て世帯臨時特例給付金 支給要件・申請⽅法
○支給対象者
　・平成 27 年 6 月分の児童手当を受給される人
　※ただし、特例給付（児童⼿当の所得制限額以上の人に、
　　児童１人当たり月額 5,000 円を⽀給しているもの）を
　　受給される人は、対象となりません。
　※児童⼿当の認定請求を失念する等して、平成 27 年６月
　　分の児童⼿当の対象となる児童分の⽀給が受けられな
　　い人についても、⽀給対象になり得るので、平成 27 年
　　５月 31 日時点で住民票のある市区町村の窓⼝にご相談
　　ください。

○対象児童
　・⽀給対象者の平成 27 年 6 月分の児童手当の対象となる児童
○支給額
　・対象児童１人につき　3,000 円
○基準日
　・平成 27 年 5 月 31 日

　（参考）【住民税が課税されない所得水準の目安】（非課税限度額）
（給与所得者）

区分 非課税限度額
（給与収入ベース）

単身 100 万円

夫婦 156 万円

夫婦子 1 人 205.7 万円

夫婦子 2 人 255.7 万円

（公的年⾦等受給者）

区分 非課税限度額
（年⾦収入ベース）

単
身

65 歳以上 155 万円

65 歳未満 105 万円

夫
婦

65 歳以上 211 万円

65 歳未満 171.3 万円

○申請先
　・役場町民福祉課、総合管理課
　※一定の住居を持たない人でいずれの市区町村にも住民票
　　がない人については、基準日の翌日以降であっても⻑島町
　　で住民票の⼿続を行えば申請を行うことができます。
　※ DV 被害者や児童福祉施設等に入所している児童等で、他
　　の市区町村から住民票を移さずに⻑島町にお住まいの人に
　　ついては、⻑島町で申請を受け付けることができる場合が
　　ありますのでご相談ください。

○申請期間　平成 27 年 8 月 24 日（月）～平成 28 年 2 月 24 日（水）
○提出書類　対象者と思われる人へは、申請書を郵送します。

○申請先
　・役場町民福祉課、総合管理課
　※上記以外の人で、 DV 被害者や児童福祉施設等に入所して
　　いる児童は、⻑島町で申請を受け付けることができる場合
　　がありますのでご相談ください。
　※公務員の人は、基準日（平成 27 年５月 31 日）時点で住
　　民票が⻑島町にある人が対象です。
　　（勤務先から案内がありますので、そちらもご確認ください。）

○申請締切　平成 27 年 12 月 10 日（木）まで
○提出書類　申請書は郵送してあります。
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～
シ
リ
ー
ズ
第
９
回
～

林
課
が
教
え
る
知
っ
て
得
す
る
マ
メ
知
識

農電
気
さ
く
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　

電
気
さ
く
と
は
、
田
畑
や
牧
場
な
ど

で
、
高
圧
の
電
流
に
よ
る
電
気
刺
激
に

よ
っ
て
、
野
生
動
物
の
侵
入
や
家
畜
の

脱
出
を
防
止
す
る
「
さ
く
」
の
こ
と
で

す
。

　

電
気
さ
く
は
、
人
に
対
す
る
危
険
防

止
の
た
め
に
、
電
気
事
業
法
に
よ
っ
て

設
置
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
電
気
さ
く
を
設
置
し
た
場
所
に
は
、

人
が
見
や
す
い
よ
う
に
「
危
険
」
で
あ

る
旨
の
表
示
を
す
る
こ
と
。

②
感
電
に
よ
り
人
に
危
険
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
な
い
よ
う
に
、
出
力
電
流
が
制

限
さ
れ
る
電
気
さ
く
用
電
源
装
置
で

あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
か
ら
使
用
す

る
こ
と
。

　

・
電
気
用
品
安
全
法
の
適
用
を
受
け

　
　

る
直
流
電
源
装
置
（
家
庭
の
コ
ン

　
　

セ
ン
ト
な
ど
）

　

・
蓄
電
池
（
バ
ッ
テ
リ
ー
）、
太
陽

　
　

電
池
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
直

　
　

流
の
電
源

③
電
気
さ
く
用
電
源
装
置
が
30
ボ
ル
ト

以
上
の
電
源
か
ら
使
用
す
る
場
合
に
お

い
て
、
人
が
容
易
に
立
ち
入
る
場
所
に

電
気
さ
く
を
設
置
す
る
場
合
は
、
漏
電

遮
断
機
を
設
置
す
る
こ
と
。

④
電
気
さ
く
に
電
気
を
供
給
す
る
電
路

に
は
、
容
易
に
開
閉
で
き
る
箇
所
に
専

用
の
開
閉
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

今
回
の
死
傷
事
故
は
、
安
全
装
置
が

な
く
自
作
さ
れ
た
電
気
さ
く
の
設
置
に

よ
り
起
き
た
事
故
で
す
。
漏
電
遮
断
機

や
専
用
の
開
閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
は
当

然
の
こ
と
、
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
安

全
な
電
気
さ
く
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

自衛官募集
　防衛省では、次のとおり自衛官を募集します。

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111[ 代表 ]
　自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所　☎ 0996(22)2401

○受験資格、受付期間、試験期日

防衛大学校学生
一般（前期）

防衛医科大学校
医学科学生

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）
受験資格 高卒（⾒込含）21 歳未満の人

受付期間 9 月 5 日（土）～ 9 月 30 日（水）

試験期日 11 月 7 日（土）・8 日（日） 10 月 31 日（土）・
11 月 1 日（日） 10 月 17 日（土）

裁判員裁判の実施状況
　平成 21 年５月 21 日のスタートから６年が経った『裁
判員制度』。平成 26 年 12 月までに、7,262 人の被告人に
判決が言い渡されました。ここでは、これまでの裁判員制
度の実施状況をお知らせします。

　裁判員になった人の感想は？

（裁判員に選ばれる前の気持ち） （裁判員として裁判に参加した感想）

　どのくらいの人数が選ばれたの？

　何日くらい参加するの？

　平成 26 年 12 月までに選任された裁判員の数は、
41,834 人、補充裁判員の数は 14,262 人でした。

裁判員が裁判⼿続に参加した日数は・・・
　　　　　　　　　　　平均約 5.3 日でした。

（裁判員が裁判員裁判に参加した日数）

裁判員制度についてより詳しくお知りになりたい方は…
・裁判員制度ウェブサイト　http://www.saibanin.courts.go.jp/

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
防
止
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
電
気
さ
く
に
よ
る
死
傷
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
電
気
さ
く
に
よ
る
感
電
防
止
の
た
め
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
感
電

事
故
の
再
発
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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住
ん
で
い
る
市
区
町
村
へ
の

転
入
手
続
き
を

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
平
成
28
年
１

月
１
日
以
降
、
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
き

で
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
皆
さ
ん
の

住
民
票
の
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

住
民
票
の
住
所
以
外
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
平
成
27
年
9
月
末
ま
で
に
、

現
在
住
ん
で
い
る
場
所
（
居
所
）
の

市
区
町
村
に
転
入
す
れ
ば
、
そ
こ
に

通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
へ
の

転
入
手
続
き
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置
の
申
し
出
を　
　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
等
被
害
者
は
、
転
入
し
た

市
区
町
村
に
対
し
て
「
Ｄ
Ｖ
等
支
援

措
置
」
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
出
に
よ
り
「
Ｄ
Ｖ
等
支
援
対

象
者
」
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
自
身

の
転
入
先
の
新
し
い
住
所
を
、
加
害

者
が
「
住
民
票
の
写
し
」
や
「
戸
籍

の
附
票
の
写
し
」
の
請
求
に
よ
っ
て

知
ろ
う
と
し
て
も
、
請
求
を
制
限
す

る
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

居
所
情
報
登
録
申
請
を

　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
住

民
票
の
住
所
で
通
知
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
や
、
現

在
住
ん
で
い
る
居
所
の
あ
る
市
区
町

村
に
転
入
で
き
な
い
場
合
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
住
ん
で
い
る
居

所
を
登
録
す
れ
ば
、
そ
こ
に
通
知

カ
ー
ド
を
送
付
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
や
Ｄ

Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
・
児
童
虐
待

等
の
被
害
者
で
住
民
票
の
住
所
と
別

の
場
所
に
住
ん
で
い
る
人
、
長
期
に

わ
た
っ
て
医
療
機
関
・
施
設
等
に
入

院
・
入
所
が
見
込
ま
れ
る
人
、
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
人

は
、
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
先
を
住
民

票
の
あ
る
市
区
町
村
に
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

　

登
録
し
な
い
と
住
民
票
の
住
所
に

送
付
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
を
Ｄ
Ｖ
等

の
加
害
者
が
取
得
し
て
し
ま
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

◆
居
所
の
登
録
方
法

　

平
成
27
年
８
月
24
日
か
ら
９
月
25

日
ま
で
の
間
に
、
居
所
情
報
登
録
申

請
書
（
近
く
の
市
区
町
村
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
、
相
談
機
関

な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
）
を
持
参
も

し
く
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
添
付
書
類

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
コ

ピ
ー

・
居
所
に
居
住
す
る
こ
と
を
証
す
る

書
類
（
公
共
料
金
の
領
収
書
等
）
の

コ
ピ
ー

・
代
理
人
の
代
理
権
を
証
明
す
る
書

類
の
コ
ピ
ー
（
代
理
人
が
申
請
す
る

場
合
）

・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
の
コ

ピ
ー
（
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
）

※
不
明
な
点
は
、
住
民
票
の
あ
る
市

区
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

平
成
27
年
10
月
５
日

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ス
タ
ー
ト

平
成
27
年
10
月
５
日
以
降
、国
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
、

「
通
知
カ
ー
ド
」
に
よ
っ
て
通
知
さ
れ
ま
す
。

やむを得ない理由等で住民票の住所で受け取る
ことができない人は、居所情報登録申請書を

8 月 24 日～ 9 月 25 日
に住民票のある所在地の市区町村に持参もしくは
郵送（必着）してください。

1011 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



７
月

１
日

２
日

３
日

５
日

６
日

７
日
～
８
日

９
日

10
日

12
日

13
日

14
日

15
日

15
日
～
16
日

17
日

21
日

22
日
～
23
日

24
日

25
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日
～

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
伝
達
式　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

建
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
挨
拶（
小
浜
海
水
浴
場
）

北
薩
地
域
土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会
総
会

（
さ
つ
ま
町
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会　
（
蔵
之
元
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
さ
つ
ま
町
）

全
国
水
産
振
興
協
議
会
常
任
理
事
会（
東
京
都
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

県
国
保
連
合
会
理
事
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

三
地
区
親
善
体
育
大
会　
　
　
　
（
天
草
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

子
宝
お
祝
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
臨
時
会　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会（
阿
久
根
市
）

あ
づ
ま
海
水
浴
場
安
全
祈
願
祭（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
中
央
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資
提
供
に
関
す
る

協
定
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

出
水
地
区
医
療
問
題
協
議
会　
（
阿
久
根
市)

長
島
町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

行
財
政
研
修
会
東
京
セ
ミ
ナ
ー　
（
東
京
都
）

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

夏
の
ぽ
ん
ぽ
こ
祭　
　
　
　
　
　
　
（
平
尾
）

夏
祭
り
納
涼
大
会　
　
（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
・
役
場
）

ケ
イ
ト
ウ
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
激
励　
（
火
ノ
浦
）

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

土
木
事
業
連
絡
会　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
幹
事

会
・
総
会　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

全
体
朝
礼　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

小
中
学
校
統
合
再
編
に
か
か
る
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
（
山
中
公
民
館
）

先
進
地
視
察　
　
（
東
京
都
・
長
野
県
ほ
か
）

　

町
民
の
健
康
増
進
と
健
全
な
自
治
公
民
館
づ
く
り

を
目
的
に
、
７
月
６
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
町
制
施

行
10
周
年
記
念
事
業 

第
10
回
自
治
公
民
館
対
抗
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
24
自
治
公
民
館
か
ら
27
チ
ー
ム

が
参
加
。
Ａ
・
Ｂ
ラ
ン
ク
別
で
予
選
を
行
い
、
各
ラ

ン
ク
の
上
位
で
決
勝
大
会
が
行
わ
れ
、
Ａ
ラ
ン
ク
は

矢
堂
チ
ー
ム
、
Ｂ
ラ
ン
ク
は
宮
ノ
浦
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
大
会
は
町
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
町
内
で
利
用
で
き
る
商
品
券
が
参
加
賞
と
入

賞
チ
ー
ム
へ
の
副
賞
と
し
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
ラ
ン
ク

　
［
優
勝
］
矢
堂

　
［
２
位
］
浦
底
Ａ

　
［
３
位
］
山
中

　
　
　
　

  

福
ノ
浦

Ｂ
ラ
ン
ク

　
［
優
勝
］
宮
ノ
浦

　
［
２
位
］
藤
之
元

　
［
３
位
］
山
寺

　
　
　
　

  

菅
牟
田

　

７
月
12
日
に
、 

歴
史
的
・
地
理
的
に
密
接
な
関
係

で
結
ば
れ
て
い
る
天
草
・
阿
久
根
・
長
島
の
地
区
代

表
に
よ
る
第
63
回
三
地
区
親
善
体
育
大
会
が
熊
本
県

天
草
市
牛
深
で
開
催
さ
れ
、
11
種
目
で
親
善
試
合
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
お
互
い
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
も
白

熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
大

会
は
島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
建
設
促
進
事
業
と
し

て
位
置
付
け
、
開
会
式
で
は
架
橋
の
早
期
実
現
に
向

け
て
一
層
密
接
な
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

優
勝
：
女
子
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
剣
道
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

総
合
順
位
：
3
位

第
10
回
自
治
公
民
館
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

天
草
・
長
島
・
島
原
架
橋
建
設
促
進

　

第
63
回
三
地
区
親
善
体
育
大
会

↑Ａランク優勝の矢堂チーム

↑優勝したソフトテニスチーム

デ
イ
の
日
の
お
洒
落
な
母
よ
梅
雨
晴
る
ゝ
　
大
堂
　
早
苗

虹
立
て
り
サ
ミ
ッ
ト
志
摩
に
白
羽
の
矢
　
　
筑
前
　
初
市

缶
ビ
ー
ル
夕
日
を
拝
む
島
暮
し
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

千
の
家
千
の
暮
し
や
ビ
ー
ル
飲
む
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

ス
リ
ッ
パ
で
爪
研
ぐ
猫
や
梅
雨
長
し
　
　
　
迫
口
　
君
代

ト
ロ
箱
に
群
が
る
猫
や
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

梅
雨
空
に
資
源
回
収
ず
ぶ
ぬ
れ
で
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

夏
草
や
昔
の
道
は
見
つ
か
ら
ず
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

小
学
生
元
気
に
走
る
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
　
大
堂
　
光
幸

化ば
け

屋
敷
分
限
者
ど
ん
の
夢
の
跡
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

［
短
歌
］

わ
が
友
は
一
足
先
に
天
空
へ
身
体
を
愛
え
よ
墓
石
さ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

今
年
こ
そ
お
会
い
し
た
い
と
賀
状
来
し
友
は
い
つ
か
ら
病

に
な
っ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

球
際
は
線
と
線
と
が
む
す
ば
れ
て
ジ
ャ
ン
プ
一
番
左
翼
手

好
捕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
平
木
　
良
雄

何
事
も
言い

う

て
し
ま
へ
ば
後
残
る
言い

わ

ず
と
な
る
と
何
事
な
き
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
末
則

［
俳
句
］

我
が
指
先
確
か
め
て
い
る
ハ
エ
ト
リ
グ
モ
　
宗
方
　
清
明

　後輩芸人たちに漢字や歴史の話を
しながら日本の凄さを探求する「ゴ
ルゴ塾」。感動のメッセージや楽しく
生きるためのヒントが満載の本です。

柚
木　

麻
子　

著

　「友達」ってなんだろう？．．．
と考えさせられます。

ナ
イ
ル
パ
ー
チ
の
女
子
会

ゴ
ル
ゴ
松
本　

著

あ
っ
！
命
の
授
業

と
ぼ
と
ぼ
と
言
葉
の
通
り
老
ゐ
る
足
五
十
歩
百
歩
杖
の
支

ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

ホ
ー
ム
慰
問
に
戦
友
を
弾
く
琴
の
音
に
涙
拭
き
つ
つ
聞
き

く
る
る
老
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

摘
み
来
た
る
カ
カ
ラ
の
ま
ろ
き
葉
は
親
し
半
夏
性
今
日
の

白
餡あ

ん

だ
ん
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

沖
縄
の
平
和
の
礎

い
し
ず
に
名
を
な
ぞ
り
在
り
し
人
偲
ぶ
老
ら
の

背
ま
ろ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

薄
曇
る
鹿
県
最
北
獅
子
島
へ
フ
ェ
リ
ー
は
海
峡
す
べ
る
ご

と
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

長
梅
雨
の
束
の
間
晴
れ
し
庭
先
に
昼
顔
あ
ま
た
咲
き
て
明

る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田
美
代
子

オ
レ
ン
ジ
の
色
濃
く
な
り
て
沈
む
日
と
森
を
離
る
る
月
ま

だ
白
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

駆
け
寄
っ
て
日
差
し
の
や
う
に
笑
ひ
合
ひ
出
で
湯
に
浸
る

友
と
の
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

鍬
も
て
ば
夫つ

ま

の
気
配
す
黒
揚
羽
が
汗
の
滴

し
た
た
る
吾
を
廻
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

深
み
ゆ
く
夏
の
夜
空
に
早
雲
が
隠
す
ま
ば
ら
な
星
を
探
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

1213 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



出
水
養
護
学
校
体
験
学
習
の

案
内

　

県
立
出
水
養
護
学
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生
徒
と

そ
の
保
護
者
な
ど
に
、
教
育
内
容

や
指
導
方
法
な
ど
を
広
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
特
別
支

援
教
育
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
25
日
（
金
）

　

午
前
8
時
50
分
～
午
後
２
時
30
分

○
対
象
者
（
保
護
者
含
む
）

①
平
成
28
年
度
就
学
予
定
の
幼
児

②
小
学
校
６
年
お
よ
び
中
学
校
３

年
に
在
席
し
て
い
る
児
童
生
徒

③
教
育
関
係
者
な
ど

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
24
日（
月
）～
9
月
7
日（
月
）

○
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

○
準
備
な
ど

　

上
履
き
持
参
の
う
え
、
体
育

服
、
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
を
着
用
く
だ

さ
い
。
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。
弁

当
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
込
用

紙
に
必
要
数
を
記
入
く
だ
さ
い
。

（
弁
当
代
は
当
日
徴
収
し
ま
す
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学
習
係

　

☎
（
63
）
３
４
０
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

に
つ
い
て

　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
専
用
電
話
回
線
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相

談
に
は
、
法
務
局
職
員
又
は
人
権

擁
護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

○
設
置
場
所

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

○
受
付
時
間

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

○
電
話
番
号

　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
８
４

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校
生

の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文

を
募
集
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、「
税
の
意
義
と
役

割
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」
で

す
。

　

内
容
は
、
税
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
や
身
近
な
税
の
話
題
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
な
ど
、
自
ら
の
言
葉

で
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば

何
で
も
結
構
で
す
。

○
募
集
作
文

　

８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以
内

○
締
切

　

平
成
27
年
９
月
４
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎（
62
）０
２
０
０［
自
動
音
声
案
内
］

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

推
薦
入
校
生
募
集

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
28
年
度
推
薦
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
科
目

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
情
報
処
理
課

○
募
集
人
員

　

各
科
10
人
程
度

○
訓
練
期
間

　

各
科
２
年

○
応
募
資
格

　
高
等
学
校
を
平
成
28
年
3
月
に

卒
業
見
込
み
の
人

○
願
書
受
付
期
間

　

9
月
1
日（
火
）～
9
月
25
日（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
５
（
65
）
２
２
４
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ

き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
か
た
が
た
は
、
現
場

で
働
く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働

い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る

共
済
証
紙
を
は
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
と
き
に
建
設
業
退
職
金
共
済
か

ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度

で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
人

○
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
金　

日
額
３
１
０ 

円

○
特
長

　

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

　

実
、
申
込
手
続
は
簡
単
で
す
。

　

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

　

ま
す
。

　

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

　

ま
す
が
、
法
人
は
負
担
、
個
人

　

で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

　

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

　

す
。

　

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退

　

職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

　

算
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

　

共
済
機
構
鹿
児
島
支
部

　

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
９
２
１
６

国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ

ス
「
国
民
年
金
基
金
」

　

国
民
年
金
基
金
制
度
は
、
自
営

業
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
な
ど
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い

る
60
歳
未
満
の
人
（
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
）
が
加
入
で
き

る
公
的
な
個
人
年
金
制
度
で
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
も
、
基
金

に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

○
今
の
わ
た
し
に

　

・
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
で
、

　
　

税
金
が
お
得
。

　

・
掛
金
は
自
由
に
設
定
（
口
数

　
　

単
位
で
の
設
定
に
な
り
ま　

　
　

す
。
ま
た
、
途
中
で
の
変
更

　
　

も
可
能
で
す
。）

○
未
来
の
わ
た
し
に

　

・
基
本
は
終
身
年
金
。
一
生
涯

　
　

受
け
取
れ
ま
す
。

　

・
万
が
一
の
時
に
は
家
族
に
遺

　
　

族
一
時
金
も
。（
年
金
受
給

　
　

前
ま
た
は
保
証
期
間
内
に
お

　
　

亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
。

　
　

た
だ
し
、
Ｂ
型
を
除
き
ま　

　
　

す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０
（
65
）
４
１
９
２

　
　

０
１
２
０
（
20
）
６
２
４
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.kagosim
a-kikin.or.jp/

　

1415 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

日本センチュリー交響楽団

川内小学校で巡回公演城
　７月１日、日本センチュリー交響楽団（大阪市）
が城川内小学校にオーケストラ公演に来ました。
　これは、文化庁主催の「文化芸術による子供の
育成事業 - 巡回公演事業 -」で、鹿児島県内 6 校
のうち 1 校に城川内小学校が選ばれたためです。
　この事業は、小・中学校において一流の文化芸
術団体による優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提
供することにより子どもたちの発想力やコミュニ
ケーション能力の育成、将来の芸術家の育成や国
民の芸術鑑賞能力の向上を目的としたものです。
　城川内小学校体育館には、児童のみならず地域
のかたがたも来場し、迫力のオーケストラサウン
ドを体感。5 年生の赤瀬太志くんは「演奏がすご
かった。ベートーベンの運命を生演奏で初めて聞
けて良かった。」と、嬉しそうに話しました。

↑楽団員 60 人によるオーケストラに聞き入る来場者

↑感謝状を⼿にする浦底さん（写真左から 2 番目）

地元建友会がボランティア

開き前の海水浴場を清掃海
　⻑島町建友会（福山義弘会⻑）が 7 月 3 日、
海開きを控えた、あづま海水浴場と小浜海水浴場
の清掃ボランティアを実施しました。
　早朝から会員 69 人が参加し、ブルドーザーや
タイヤショベルなどの重機計 29 台を投入。海岸
に打ち上げられた流木の除去や砂浜の整地、除草
作業などに取り組み、辺りは⾒違えるほどきれい
になりました。

↑清掃に励む会員（小浜海水浴場）

人権擁護委員として 9年間

年の尽力に感謝して長
　これまで、人権擁護委員を務めてこられた浦底
和男さん（浦底）が任務を終えられ、７月１日か
ら海江田美治さん（西）が新しい委員として着任
されました。これに伴い、⻑島町役場町⻑室で浦
底さんに感謝状伝達式が行われました。
　式では、⻑年のご尽力に対し、鹿児島地方法務
局⻑及び鹿児島県人権擁護委員連合会⻑からの感
謝状が贈呈されました。

ワールドサンフーズ株式会社
害時救援物資提供協定書に調印災

　7 月 17 日、町とワールドサンフーズ株式会社
（鹿児島市）との災害時における救援物資提供に

関する協定調印式が行われました。
　この協定は、災害時に町のライフライン復旧や
救援物資が到着するまでの間、自動販売機内の飲
料の無償提供（約 700 本）、備蓄用飲料の無償協
賛（ミネラルウォーター 550ml・960 本）、倉庫
在庫の優先的配送などを行うものです。
　協定書調印後、川原嘉裕代表取締役社⻑は「も
しもの災害の時に、我々が出来る事は飲料水の提
供です。少しでも⼿助けさせていただければと思
います」と話しました。

↑協定書を⼿にする町⻑と川原代表取締役社⻑

長島町戦没者追悼式

久平和への願い新たに恒
　⻑島町戦没者追悼式が７月 21 日、⻑島町文化
ホールで開催されました。
　式典では、戦没者に対し黙とうをささげた後、
遺族会を代表して濱畑順一さんが「犠牲となられ
た尊い御霊に対し、常に真心をもって崇敬感謝し、
お慰めすることが、この良き時代に生を受けてい
る私どもの務めです。」と追悼のことばを述べま
した。その後、参列者全員が祭壇に献花し、戦没
者のめい福を祈り、恒久平和への願いを新たにし
ました。

夏のぽんぽこ祭り

年目の節目を迎える15
　７月 25 日、NPO 法人⻑島福祉作業所ぽんぽこ
村で、夏のぽんぽこ祭りが開催されました。
　開会式では大堂和枝理事⻑が「ぽんぽこ村は７
人の仲間と私で始まりましたが、15 年目を迎え
た今、30 人の仲間と 18 人のスタッフで運営でき
るまでとなりました。これもひとえに、皆さんの
協力があったからこそです。今日は私たちの⼿作
りの祭りを楽しんでください。」とあいさつしま
した。
　オープニングは、出水養護学校の先生たちによ
るバンド演奏で始まり、コーラスグループ「ラル
ゴ」による歌と続きました。会場内では、⼿作り
パンや惣菜、⼿作りアクセサリー、かき氷などが
販売され多くの来場者でにぎわいました。

↑大好評の⼿作りパンや惣菜の販売 ↑慰霊碑に献花する参加者
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